
第一編
　死亡・障害事例と
　事故防止の留意点



第一編の利用に当たって

１�　本編は、平成26年度に独立行政法人日本スポーツ振興センターが「死亡見舞金」「障害見

舞金」「供花料」を支給した全事例492件を整理、分類し、統計的に死亡、障害の発生の傾向

を示すとともに、発生状況を掲載した。平成26年度に医療費を給付した負傷・疾病（継続給

付分を除く）件数については、第二編の掲載とした。

２　構成は、「死亡編」「障害編」「供花料編」の３編に分け、それぞれの事例を掲載した。

３�　「供花料」における支給対象事例とは、学校の管理下における死亡で、損害賠償を受けた

こと等により、死亡見舞金が支給されなかった災害事例のことである。

４�　学校種は、「小学校」「中学校」「高等学校・高等専門学校」「特別支援学校」及び「幼稚園・

保育所」に分類した。

５�　事例は、「各教科等（含保育中）」「特別活動（除学校行事）」「学校行事」「課外指導」「休

憩時間」「寄宿舎にあるとき」「通学中（通園中）」での事故に分類した。なお、道徳、自立

活動、総合的な学習の時間については編集の都合上、各教科等に含め、また、学校行事は通

常であれば、特別活動に含まれるが、特に事例が多いため別立てとした。

６�　「学校生活における事故防止の留意点」を掲載した。本書が平成26年度における死亡、障

害を対象としているところから、この範囲の事例について述べるとともに、学校で日ごろ留

意すべき点について、以下の先生方に執筆を依頼した。

　　学校生活における事故防止の留意点

（１）　小学校編　　　　　　東京都世田谷区立塚戸小学校　　校長　　永山　満義　氏

（２）　中学校編　　　　　　国立大学法人東京学芸大学　　　教授　　渡邉　正樹　氏

（３）　高等学校・高等専門学校及び特別支援学校編　

� 東京女子体育大学　　　　　　　教授　　戸田　芳雄　氏

（４）　幼稚園・保育所編　　福岡大学医学部看護学科　　　准教授　　小栁　康子　氏

７�　事例の内容については、個人情報に触れることがないよう、学校名、個人名、地名等は除

いた。なお、欄の記載内容はそれぞれ次のとおりである。

� （複数の症例の場合は、一番重い症例）

【死亡編・供花料編】 事例番号 被災時学校種学年・性別 死　因

【障害編】 事例番号 被災時学校種学年・性別 障害種類別名
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Ⅰ　学校の管理下の死亡の状況

◇　学校の管理下の死亡の発生件数（平成26年度　給付対象事例）

表ー１　場合別の発生件数� ○は突然死数で内数

表ー２　死因別の発生件数

学校種別
死因別 小学校 中学校 高等学校・

高等専門学校
特別支援学校 幼稚園・

保育所 総計小 中 高

突然死

突心臓系 1 6 3 1 11
突中枢神経系 2 3 1 1 7
突大血管系 2 2 2 1 7

小　計 5 9 6 0 2 2 1 25
頭部外傷 1 2 2 2 7
溺死 1 1 1 1 4
頚髄損傷 1 1
窒息死（溺死以外） 1 6 1 8
内臓損傷 1 1 2
全身打撲 2 1 3
電撃死 1 1

総　　　計 8 22 11 0 3 3 4 51

表ー３　男女別の発生件数

小学校 中学校 高等学校・
高等専門学校

特別支援学校 幼稚園・保育所 総計小 中 高
男 6 16 9 3 3 3 40
女 2 6 2 1 11

総　　　計 8 22 11 3 3 4 51

場　　　合 競技種目 小学校 中学校 高等学校・
高等専門学校 特別支援学校 幼稚園・

保育所 総計

各教科等
体育（保健体育）

水泳 1 ① 中 1 ① 2
バレーボール 1 ① 1
スキー 1 1
その他 1 ① 1

理科 1 1 ① 2
その他の教科 1 1

保育中 3 ① 3

特別活動（除学校行事）学級（ホームルーム）活動 1 ① 1 ① 2
給食指導 高 1 1

学校行事

その他儀式的行事 1 ① 1
大掃除 1 1
競技大会・球技大会 持久走・長距離走 1 ① 1
遠足 高 1 ① 1
その他集団的宿泊行事 1 ① 1

課外指導 体育的部活動

水泳 1 ① 1
持久走・長距離走 1 ① 1
陸上競技（その他） 1 1
サッカー・フットサル 1 ① 1
テニス（含ソフトテニス） 1 1
野球（含軟式） 1 2 ① 3
バスケットボール 1 1
バドミントン 1 ① 1
剣道 1 1
フェンシング 1 ① 1

文化的部活動 その他 1 1

休憩時間
休憩時間中 1 ① 4 ② 5
始業前の特定時間中 1 1 2
授業終了後の特定時間中 1 中 2 ① 3

寄宿舎にあるとき 高 1 ① 1

通学中 登校（登園）中 3 ① 1 4
下校（降園）中 1 1 2 ① 4

総　　　　　計 8 ⑤ 22 ⑨ 11 ⑥ 6 ④ 4 ① 51
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１　小学校における死亡の事例

〔Ⅰ〕各教科等
（１）体育（保健体育）
❶水　泳

26死-1 小６年・女 突中枢神経系

　体育の授業中に、プールで25mをクロールで泳いでいたところ、急に意識不明となりプール

に浮かんでいる状態となった。すぐにプールサイドに救助し、意識確認、119番通報、気道確保、

胸骨圧迫、人工呼吸、AEDの装着等の心肺蘇生法を救急隊が到着するまで行った。病院で治

療を受けるが、数日後に死亡した。

❷その他
26死-2 小１年・男 突心臓系

　体育に参加するため運動場に行く途中、校舎の前で倒れていたところを警備員に発見され、

保健室に運ばれる。要請した救急車で病院に搬送、治療を受けるが同日死亡した。

（２）理科
26死-3 小６年・男 窒息死（溺死以外）

　体育授業をしていた教諭が「体育館トイレで男子児童が倒れています。」と職員室に駆け込

んできたので、現場に直行し、男子児童が床に倒れているのを確認した。観察の結果心肺停止

状態であった。すぐに心肺蘇生法及びAEDを実施し、合わせて救急車を要請した。病院に搬

送したが死亡が確認された。

〔Ⅱ〕特別活動（除学校行事）
（１）学級（ホームルーム）活動
26死-4 小４年・男 突中枢神経系

　帰りの会で椅子に座っていたところ、突然横に倒れた。養護教諭が駆けつけ、呼吸と脈拍を

確認するが、意識はなく、鼻出血とチアノーゼを確認した。救急車が到着しAEDなどの措置

を行い、ドクターヘリで病院に搬送、集中治療室で治療を受けたが、数日後に死亡した。

〔Ⅲ〕学校行事
（１）その他儀式的行事
❶その他

26死-5 小５年・男 突大血管系

　教室内で卒業式本番の歌の練習を普段と同じようにしていた。受付の係になっていた本児童

は、体育館に向かい保護者を席まで案内する仕事を２回程行った。その後受付場所へ戻った時

に「お腹が痛い。」と言って、うずくまりながら崩れるように倒れた。養護教諭がすぐに駆け寄っ
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てみると、失禁し眼は開いているものの呼びかけても反応はなく、よだれを出していた。救急

車で搬送後、緊急手術を受けたが、数ヵ月後に死亡した。

〔Ⅳ〕休憩時間
（１）休憩時間中
26死-6 小４年・女 突大血管系

　運動会の練習中（運動会前日リハーサル）、気持ちが悪いと訴え、保健室へ職員が連れて行っ

た。表情、呼吸に異常が見られたため、救急車を要請、到着までAEDを使用した。その後、

病院に搬送され治療を受けたが、数日後に死亡した。

（２）始業前の特定時間中
❶ドッジボール

26死-7 小６年・男 頭部外傷

　学校で授業開始前にドッジボールをしていて右肩から転倒し、地面に右後頭部を打ちつけた。

教室で机にうつぶせになり、呼びかけたところ応答はするものの、焦点は合わず、目は上転し

ていた。救急車で病院に搬送、治療を受けていたが、数年後に死亡した。

〔Ⅴ〕通学中
（１）下校（降園）中
❶徒　歩

26死-8 小１年・男 溺死

　下校班で下校中、用水路にカニを捕ろうと、かばんを友人に持たせて用水の近くまで行った

が、すべって転倒し転落して流されてしまった。友人が交番に知らせ、消防隊が発見し、病院

に搬送したが、同日死亡した。
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２　中学校における死亡の事例

〔Ⅰ〕各教科等
（１）体育（保健体育）
❶バレーボール

26死-9 中１年・男 突心臓系

　体育の交流授業中、体育館で準備運動後ボール投げ運動を行っていたが、床に座り込んだの

で授業の担当教諭が声をかけた。身体を支え体育館の入り口に連れて行こうとしたところ、目

の前がちかちかすると言った後、身体が硬直し声をかけても反応がなくなった。その場で気道

を確保しながら、心臓マッサージとAEDを実施した。救急隊到着後、病院で救命処置を受け

るも、同日死亡した。

❷スキー
26死-10 中１年・男 頭部外傷

　担当教諭、引率指導の下１年生のスキー教室が実施されていた。午後の講習において、パノ

ラマコースを滑走していた本生徒は、スキーのコントロールが不能となり、コースの左側の立

木に衝突してしまった。担当教諭が本生徒を発見したが、声をかけても反応が全くない状態で

あった。心肺蘇生と救助活動を行い、救急車で病院に搬送、同日死亡した。

（２）その他の教科
❶音　楽

26死-11 中１年・男 窒息死（溺死以外）

　本生徒は体育の授業で、３kmの長距離走を走った後、４階教室に戻りその後、窓より中庭の

土の地面に転落した。他の生徒は特別教室に移動していたため、教室には本生徒ひとりであった。

〔Ⅱ〕特別活動（除学校行事）
（１）学級（ホームルーム）活動
❶その他

26死-12 中２年・男 突心臓系

　朝の会を行うため担任が教室に入ると、既往症のある本生徒が床に座り壁に寄りかかって

ぐったりしていた。意識があったため椅子に座らせたが、様子がおかしかったため教諭が抱き

かかえて保健室へ運んだ。保健室では、意識や反応はあるが、脈が弱く顔色も青ざめ、手足が

冷たくなっていた。救急車内でAEDを使用したが、病院に搬送後、死亡が確認された。
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〔Ⅲ〕学校行事
（１）競技大会・球技大会
❶持久走・長距離走

26死-13 中２年・男 突中枢神経系

　学校行事の学級対抗駅伝大会で、本生徒はマラソン（1,650m）終了後、校庭に設置された

クラス応援席で休んでいたが、「疲れたから寝る。」と伝えて仰向けになった。その後、他の生

徒が声をかけたが返事がないので、すぐに教諭や養護教諭に連絡した。担架で保健室に運び、

直ちに救急車で病院に搬送、治療を受けたが、数日後に死亡した。

（２）その他集団宿泊的行事
❶自然教室

26死-14 中２年・女 突中枢神経系

　自然教室を実施していた。朝食時間帯に食堂で本生徒が担任に頭痛を訴えたので宿の自室に

戻らせた。別の宿にいた養護教諭に電話連絡をとり、養護教諭が到着し、本生徒の様子を確認

したところ、心肺停止状態であった。搬送された病院にて、脳内出血による死亡が確認された。

〔Ⅳ〕課外指導
（１）体育的部活動
❶陸上競技（その他）

26死-15 中３年・男 窒息死（溺死以外）

　学校の出来事による死亡

❷サッカー・フットサル
26死-16 中３年・男 突心臓系

　数校とサッカー練習試合の３試合目を行っていた。本生徒はボールのプレーとは直接関係の

ない位置にいて、突然うずくまるように倒れた。プレーを中断させ駆け寄った顧問が確認する

と、自発呼吸はあったが、呼びかけに反応がなく意識のない状態だった。すぐに、119番通報、

心臓マッサージ・人工呼吸とAEDを実施した。病院に搬送後、手術を受け治療を続けていたが、

数日後に死亡した。

❸テニス（含ソフトテニス）
26死-17 中２年・女 窒息死（溺死以外）

　学校の出来事による死亡

❹野球（含軟式）
26死-18 中２年・男 溺死

　部活動に参加するために登校後、提出物について顧問から指導を受けた。自宅へ戻るために

学校を出たが、以降行方がわからなくなった。数日後近くの港で発見された。
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❺バスケットボール
26死-19 中２年・男 窒息死（溺死以外）

　学校の出来事による死亡

❻バドミントン
26死-20 中１年・女 突心臓系

　バドミントン部の活動でアップとして校舎周りを走った（約1,250m）後に、呼吸が苦しく

なりしゃがみこんでしまった。教諭が現場に駆けつけ、保健室に運び、救急隊が到着するまで

声をかけていた。救急隊によるAEDの使用はなく救急隊の呼びかけにも応えていたが、医療

機関搬送中に心肺蘇生が行われた。病院で処置を受けたが、同日死亡した。

（２）文化的部活動
❶その他

26死-21 中１年・男 内臓損傷

　部活動に参加し、近日中に行われる大会に向けて練習中、口論となった後、その場を立ち去

り、３～４階の踊り場の窓から飛び降りようとした。追いかけてきた生徒が制止しようとした

が、その手を振り払い運動場へ転落した。救急車で搬送、治療が行われたが、同日死亡した。

〔Ⅴ〕休憩時間
（１）休憩時間中
26死-22 中１年・男 窒息死（溺死以外）

　学校の出来事による死亡

26死-23 中２年・男 全身打撲

　学校の出来事による死亡

26死-24 中２年・女 突心臓系

　体育の授業で本生徒は持病のため運動制限があり、ほとんど見学していた。授業終了後、武

道場からの階段を友人と話しながらゆっくり走って降りた。そして、急ぎ足で約100mほど進み、

階段を駆け上がり２階の教室まで戻り、着替えるため自分の席に戻ったとき､ 突然意識を失い

倒れた。担架で保健室に運び、応急処置（AED１回）などを行いながら、救急隊員が処置を

継続した。病院で集中治療を施行されたが、十数日後に死亡した。

26死-25 中３年・男 突中枢神経系

　朝の学活終了後「頭が痛くなった。」とクラスメイトに伝え、ひとりで保健室に向かった。

養護教諭が問診しているときに２度嘔吐したので、すぐに救急車を要請、病院で治療を受けた

が、数日後に死亡した。
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（２）始業前の特定時間中
26死-26 中２年・女 頚髄損傷

　早朝に登校後、３階の教室に荷物を置き、校舎の５階の窓を開けベランダに出た。その後ベ

ランダの南にある高さ約150cmの柵を越えて転落した。すぐに救急車を要請、救急士による応

急処置後、病院に搬送されたが死亡が確認された。

〔Ⅵ〕通学中
（１）登校（登園）中
❶徒　歩

26死-27 中２年・男 全身打撲

　登校途中に、自宅マンション４階と５階の間の階段踊場より墜落し全身を強く打つ。近隣住

民が発見し、病院に搬送したが死亡した。

26死-28 中３年・女 頭部外傷

　本生徒は登校するために自宅を出たが、その途中、自宅マンションの７階から８階の非常階

段から転落した。

❷自転車

　登校中、自転車に乗ったまま転倒した。その後、立ち上がったが、嘔吐しつつ再び倒れた。

発見者が学校に緊急連絡、119番通報を行ってくれた。医療機関に搬送されたが同日死亡した。

（２）下校（降園）中
❶徒　歩

26死-30 中２年・男 窒息死（溺死以外）

　本生徒は、学校生活のことで指導を受けた。HR終了後に部活顧問等からも指導を受けた。

指導は下校時間過ぎまで続き、ひとりで下校した。保護者から下校していない連絡を受け、教

職員で捜索し、学校近くの公園で心肺停止の状態で発見された。

26死-29 中３年・男 突心臓系
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３　高等学校・高等専門学校における死亡の事例

〔Ⅰ〕各教科等
（１）理科
26死-31 高２年・男 突心臓系

　体育の授業後、４時限の始業時に２分ほど起立して話を聞いた後に着席しようとしたとこ

ろ、突然崩れ落ちるように倒れ、意識障害・呼吸障害・チアノーゼが生じた。すぐに保健室に

運び、救命処置を行い、救急車で医療機関に緊急搬送した。ICUで治療を受けたが、数日後に

死亡した。

〔Ⅱ〕学校行事
（１）大掃除
26死-32 高３年・男 内臓損傷

　大掃除の時間、トイレの清掃を終え４階教室に戻った。その後廊下の外側の窓ふきを手伝お

うとして、窓枠から外側を向いたまま窓の外にある庇の床面に下りる際か、庇の床面に足を着

いた際にバランスを崩して庇の床面を越えて、約９m下の２階テラスに転落した。すぐに、救

急車を要請、ドクターヘリも要請し病院で手術を受けたが、同日死亡した。

〔Ⅲ〕課外指導
（１）体育的部活動
❶水　泳

26死-33 高２年・男 突大血管系

　合宿初日、本校のプールでクロール練習中に、コースロープに寄りかかり苦痛を訴えた。た

だちに教諭がプールサイドに引き上げた。本生徒の様子から救急車を要請し、病院に搬送する。

緊急手術を受けたが、翌日死亡した。

❷持久走・長距離走
26死-34 高専３年・男 突中枢神経系

　陸上競技会の1,500mに出場予定で、準備運動を行い、ジョギングを約20分（約４km走る）、

ダッシュ（100m×約５本）をした。出走準備中に左足のけいれん、左手のしびれ、頭痛が起

こり、急きょ大会出場を断念した。両親が競技場に来ていたので家の車で病院に行く途中に、

容体が悪化、すぐに救急車で近くにある病院に搬送、緊急検査、緊急手術となった。治療を受

けていたが、意識障害のまま、数ヵ月後に死亡した。

❸野球（含軟式）
26死-35 高２年・男 突心臓系

　普段通りの部活動の終盤に行われているインターバルトレーニングの最中、５本目を走り終わった

あと、突然うずくまり意識を失い救急搬送された。集中治療室で治療を受けるが、数日後に死亡した。
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❹野球（含軟式）
26死-36 高２年・男 電撃死

　練習試合を実施していた。午後の開始早々に雨が降り、約20分後、雨も上がり雲も切れてき

て青空も見えてきたので、公式審判員と両校の監督とで、試合を続投することになった。マウ

ンドに本生徒が立ち、ボールを投げ、キャッチャーから返球されたその時、突然雷が本生徒の

頭に落ち倒れた。救急車の手配、心臓マッサージ、AED等の救急処置を続け、その後ドクター

ヘリで病院に搬送され、措置を受けたが同日死亡した。

❺剣　道
26死-37 高３年・男 溺死

　剣道部では例年この時期にバーベキューを実施し、終了後に本生徒を含む３名が海辺（波消

しブロックがある岩場）へ行き、小動物（カニ等）を探索した。海辺にいた２名は、本生徒が

いないことに気付き、海岸線から約５ｍ先の海上にうつぶせになって浮いている本生徒を発見

し引き上げ、心肺蘇生を行った。119番通報、救急車にて病院に搬送した。その後、病院で心

臓は自力で動き始めたが、意識はなく数日後に死亡した。

❻フェンシング
26死-38 高２年・男 突大血管系

　翌日の大会のため、午後から練習をしていた。本生徒が、対戦相手と試合形式の練習をして

いたところ、急に前方に倒れこんだ。すぐにAEDと胸骨圧迫を実施、119番通報、病院に救急

搬送したが、同日死亡した。

〔Ⅳ〕休憩時間
（１）授業終了後の特定時間中
26死-39 高専３年・男 頭部外傷

　授業終了後、追試験の開始時刻までの間に外出し、踏切内で列車にはねられ死亡した。

〔Ⅴ〕通学中
（１）下校（降園）中
❶徒　歩

26死-40 高１年・女 突心臓系

　本生徒は持病があった。帰宅しようとして駅の改札口を出たところ、突然意識を失い倒れた。

救急車で搬送されたが死亡した。

❷鉄　道
26死-41 高１年・女 頭部外傷

　本生徒は、病気治療中であり、その日も体調不良により早退する下校中、ホームで駅に入っ

てきた電車の４両目付近にふらついた本生徒の頭部が接触する。ホームに倒れ心肺停止状態と

なり、救急車で病院へ搬送されたが、死亡した。
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４　特別支援学校における死亡の事例

〔Ⅰ〕各教科等
（１）体育（保健体育）
❶水　泳

26死-42 養中３年・男 突中枢神経系

　体育のプール授業で、プールサイドで浮き棒を使用し、身体を浮かせたり足をバタバタさせ

るなどの活動を行っていた。入水14分後に、本生徒の顔色が悪いことに気付き、プールサイド

に引き上げ、本生徒を横にしたが、顔面及び爪にチアノーゼがみられ、脈もふれない状態であっ

た。プールサイドで、心肺蘇生法を開始し、AEDも装着、救急隊が到着して引き継いだ。病

院で治療を受けるが、同日死亡した。

〔Ⅱ〕特別活動（除学校行事）
（１）給食指導
26死-43 養高３年・男 窒息死（溺死以外）

　給食指導中、さやから出した枝豆と刻んでとろみをつけたラーメンをスプーンで本生徒の口

に入れたところ、体を硬くし、のどに詰まった様子であった。すぐに車椅子の胸当てをはずし、

前かがみにし、背中をたたくと枝豆とラーメンが出たので、マットに横にしてしばらく様子を

見ていたが、便失禁、呼吸を感じられない、呼びかけにも応じないので、直ちに救急車を要請、

人工呼吸と心肺蘇生を行う。AEDは、学校が２回、救急隊が１回解析したが、全て電気ショッ

クの必要なしのメッセージが出た。病院に搬送、ICUにて加療するが、数十日後に死亡した。

〔Ⅲ〕学校行事
（１）遠足
❶遠足・集団宿泊的行事

26死-44 養高１年・男 突大血管系

　校外学習から学校への帰路中、本生徒は電車内にて車椅子で眠っていた。目覚めたと同時に

嘔気・嘔吐しそうな様子があったため、養護教諭が駆けつけて容態とバイタルの確認をしてい

た。突然、白目となって体を震わせた後、意識を消失し脱力した。この時点で脈拍は確認でき

たが、意識不明・呼吸停止の状態であった。すぐに救急車を要請し、心肺停止の状態で緊急搬

送した。治療を受けたが、数日後に死亡した。

〔Ⅳ〕休憩時間
（１）授業終了後の特定時間中
26死-45 養中１年・男 全身打撲

　下校するために、保健室で酸素ボンベキャスターを外し、本生徒、担任、副担任の３人で保
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健室から昇降口に移動した。本生徒は昇降口人工芝の部分で前方に倒れた。倒れたときに前額

部左部分を負傷する。倒れたときは全身が人工芝の上であり、タイル部分には出ていなかった。

保健室に運び、頭部冷却等を実施。保護者の迎えで帰宅途中に、医療機関を受診。足の骨折が

判明し、１ヵ月程度の入院となった。しかし翌日容態が急変し、死亡した。

26死-46 養中２・男 突心臓系

　帰りの会の終了後、下校バスに乗り込み、バスの通路を走り気味で座席まで行った。その後、

本生徒が倒れ込んでいるところをバスの添乗員が発見した。保健室に運び込んだが、意識は戻

らず、チアノーゼが見られた。人工呼吸を開始し、その後、救急隊により病院で救急処置を受

けるが、同日死亡した。

〔Ⅴ〕寄宿舎にあるとき
26死-47 養高３年・男 突大血管系

　寄宿舎で就寝している本生徒を、起床の支援をするため指導員が入室したところ異常を確認

した。布団から少しはみだし、うつ伏せで横になっていた。床に血が付いてあり、口の周りに

も血が付いていて、手足も冷たい状態であった。すぐに人工呼吸、AEDを実施し、救急車で

搬送したが、死亡が確認された。
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５　幼稚園・保育所における死亡の事例

〔Ⅰ〕保育中
26死-48 保０歳・男 突大血管系

　午睡の時間、本児は途中泣いて起きたりしながら、その都度保育士が再入眠を促し眠ってい

た。午後３時に睡眠チェックを行ったときには、うつ伏せの状態のまま寝ており、寝息や顔色

も特に問題はなかったが、午後３時10分に保育士が本児を起こそうと両脇の下に手を入れ抱き

上げようとしたところ、本児の身体に力が入っておらず、頭が下がった状態であった。保育士

が異変に気付き顔色を見ると、真っ青で心肺停止状態であった。すぐに心肺蘇生をはじめ、救

急車で搬送、新生児ICUに入院したが、数日後に死亡した。

26死-49 幼３歳・男 頭部外傷

　家族参観日に屋上に出た際、フェンスに立てかけてあった強化プラスチック製の子供用プー

ルによじ登ったところ、プールが倒れてきて下敷きになり、頭部を強打する。受傷後、すぐに

救急車で病院に搬送、手術を受け入院治療を続けていたが、数十日後に死亡した。

26死-50 保５歳・男 溺死

　園外の川遊び中に、いかだが転覆し川に投げだされる。引率の園長、担任が捜索したが発見

できず、通報で駆けつけた消防隊員の捜索で川の中から発見される。発見後すぐに心肺蘇生を

施し、病院に搬送されたが死亡が確認された。

〔Ⅱ〕通学中
（１）登校（登園）中
❶自転車

26死-51 保５歳・女 頭部外傷

　自転車のうしろに本児が乗り、前に妹が乗り、保護者が運転して登園していた。歩道（道路

側）を走っていたが、狭かったため、対向自転車とすれ違う際、バランスを崩し転倒した。う

しろに乗っていた本児はシートベルトをしていなかったため、車道側に転倒し、踏切で止まっ

ていた中型車の前輪と後輪の間に入ってしまった。その直後、踏切が開き動き出した車にひか

れた。救急車で病院に搬送されるも、死亡した。
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